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研究成果の概要（和文）：19 世紀末から 20 世紀初頭の技術革新を前提として、芸術コミュニケ

ーションにおけるパフォーマンス的転回は、演出家ピスカートアや作曲家ヴァイルの作業に影

響されたブレヒトをして、よりいっそう演劇の双方向的な可能性を重視させるようになったこ

と、そして共同作業者ハウプトマンやアイスラーと新しい形式としての教育劇を展開したブレ

ヒトは、人間の社会的態度表明としての身ぶりの展示を重視するにいたったが、特定の身ぶり

を選択し遂行することを期待していたわけではなかったこと、が明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：Technical Innovations at the end of the 19th and the beginning of 
20th century led to the performative turn in the artistic communication. Brecht, influenced 
by Director Piscator and Composer Weill, paid more attention to the interactive aspect in 
Theatre, and developed so-called Lehrstücke with his co-workers Hauptmann and Eisler, in 
which the social attitude of human beings are displayed, but he didn’t expect that a 
particular attitude should be accepted and performed. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）ブレヒトの演劇革新に関する理解が、
基本的にはブレヒト個人の能力と、政治イデ
オロギー的な立場から論じられることの多
かったことに対し、１）ベルリン＝フランク
フルト版全集の刊行（～2000 年）、２）東西
ドイツの統合（1990 年）、３）メディア・テ
クノロジーに関する文化研究の進展が、ブレ
ヒト研究の新しい可能性を開きつつあった。 
（２）とくに教育劇に関する研究において、

双方向性の確保というアイデアが、必ずしも
ブレヒト個人の発案によるものではなく、む
しろ共同作業者であった作曲家ヴァイルや、
さらに音楽の社会的応用ということについ
て言えば作曲家ヒンデミットの理論などに、
ブレヒトが影響を受けていたことが、クラビ
ールの研究などによって明らかとなってい
た。 
 このような研究上の前提にもとづき、とり
わけ、昨今、演劇研究において注目されてい
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るパフォーマンス研究的観点を重視し、パフ
ォーマンスの質的特性がメディア・テクノロ
ジーの環境に依存するということを踏まえ
て、ブレヒトが行った演劇革新のメディア・
テクノロジー的環境を明らかにすること、そ
れを前提としたブレヒトの演劇革新の特徴
を検証すべきでると考えられたことが、本研
究の出発点であった。 
 
２．研究の目的 
 ブレヒト演劇革新の多くが、当時のメディ
ア・テクノロジーの革新を前提にしており、
その演劇的活用についても、さまざまな協働
者からのサジェッションによって、ブレヒト
が実現していたことを明らかにすることが、
本研究の目的であった。 
 具体的には、１）当時の技術革新と演劇実
践の関係を、歴史的に明らかにすること、２）
演劇への活用において、どのような人物から
どのような具体的なサジェッションがあっ
たか、その事実関係を明らかにすること、が
研究目標であった。この作業をつうじて、ブ
レヒトの演劇革新についての新しい理解が
得られるはずであった。 
 
３．研究の方法 
 主として文献研究により、メディア・テク
ノロジーの進展と、当時の文化的活動の人的
ネットワークを再構成し、そのうえでメディ
ア・テクノロジーと演劇パフォーマンスの相
互関係を今日的視点から評価する方法をと
った。つまり、 
（１）20 世紀前半の技術革新の歴史的検証 
（２）ヤン・クノップフらによる先行するブ
レヒト研究の検証 
（３）ブレヒトの演劇実践（上演だけでなく、
戯曲に書き込まれている内容を含む）におけ
るメディア・テクノロジー発展の影響の検証 
（４）ブレヒトの各種演劇論における、メデ
ィア・テクノロジーへの言及の検証 
（５）ブレヒト・アルヒーフなど、ドイツに
おけるブレヒト研究拠点での資料確認 
（６）パフォーマンス研究の観点から、メデ
ィア・テクノロジーの演劇パフォーマンスへ
の影響についての理論的成果の活用 
などによった。 
 
４．研究成果 
（１）20 世紀初頭の技術革新の基礎的な情報
を整理し、ブレヒトが自身の演劇の形式・機
能をどのように理解していたかを、まず作業
の前提として明らかにした。 
 1895 年に開発され、1900 年以降見世物と
しても成立した映画は、1927 年にトーキー
となり、1935 年にカラー映画が登場するま
では、モノクロ／サイレントであったことを
強烈に自覚しており、視覚芸術としての独自

の自己理解を深めていた。一方、1876 年の
電話の実用化、1906 年のラジオ放送の成功
によって、音声の伝達機能は、一歩先んじて
現実化していた。 

つまり、映像には「現実描写」的な機能へ
の期待は当時それほど強くなく、映像とは、
むしろ、現実を超える存在を描写するものと
認識されていたことが分かった。それに対し、
音声レベルでの双方向性の方が、当時の文化
人にとっては具体的なツールとなると期待
されていた。 
 ブレヒトが教育劇の試みの冒頭において、
ラジオ放送を通じた双方向的な演劇実践を
企画したのは、そのためであったと考えられ
る。 

一方、全般的なテクノロジーの進展は、逆
の意味で、演劇という伝統的な形式の特性を
反省させる契機となった。つまり、映画など
とは異なる、身体的な共在（ともにあること）
を前提としたその場での一回限りの観客と
の相互関係が、演劇本来のあり方である、と
いう認識である。このような、現在の学術的
視点からすれば「パフォーマンス的転回」と
呼べるような芸術コミュニケーション論上
の大きなパースペクティヴ転換は、演劇学の
学術ディスプリンの確立、演劇の出来事とし
ての側面の強調、そのような「機会性」を意
識したイベントの多発というところに、具体
的に現象していた。 
ブレヒトの演劇革新の多くが、このような

「パフォーマンス的転回」の後に試みられて
いること、その意味では、この「パフォーマ
ンス的転回」を果たした未来派やダダイズム
との関係をより明確にしなければならない
ことが分かったが、これについては、本研究
だけでは不十分で、今後いっそう研究を進め
なければならない。 
（２）このようなメディア・テクノロジーの
進展にともなって、もう一つのパフォーマン
ス的転回は、演劇における俳優の身体や身ぶ
りへの関心の増大に見出すことができる。本
研究の成果として、ブレヒトの演劇コンセプ
トにおける芸術コミュニケーション的方法
を、「身ぶり」への注目によるメタレベルか
らの批判的介入として整理し、論文にまとめ
発表することができたが、それはつまり、「身
ぶり」とは、一種のメタ・コミュニケーショ
ンであるという知見である。 
パフォーマンス的転回が、単に身体そのも

のを注目させる、ということであれば、その
限りではこれまでの身体論的反省と大きく
異なる点はないが、ブレヒトにおける身体へ
の関心は、身体表現が社会的な意図を持った
ものであり、他者への態度表明であるという
認識に結実しており、その点において、単純
な身体論的結論とはなっていない。身ぶりと
は、同時に展開される対話のレベルの一つ上



のレベルにおいて、その対話内容についての
コメントを付記するという機能を持ってい
る、という知見は、当時の身体表現について
の分析としては画期的なものであったので
はないか。ブレヒト演劇の魅力が、いわば、
この通常のコミュニケーションのレベルと、
それとは異なる社会的な態度表明の意図を
含んだメタ・コミュニケーションとのレベル
に分かれていることに着目し、その齟齬や一
致を、言語以外のコミュニケーション・メデ
ィアを絡ませて強調して見せたことにある、
という新しいブレヒト演劇の捉え方にいた
ることができた。 

本研究の過程において取り組んだ、ドイツ
の演劇学者エリカ・フィッシャー・リヒテ著
の『パフォーマンスの美学』の翻訳作業は、
20 世紀初頭のパフォーマンス的転回を含め
た新しいパフォーマンスの理論を習得し、な
おかつそれを一般に公表できたという点で、
大きな成果である。 
（３）このような、メディア・テクノロジー
の進展によるパフォーマンス的転回の結果
と、それに対する演劇の自己理解の変化とい
う点について、ブレヒトがどの程度自覚的で
あったか、ということについては、ブレヒト
の作品と演劇論などを手がかりとして検証
することができた。 

まず、ブレヒト作品による検証からすると、
教育劇の最初の作品である『リンドバーグの
飛行』において、技術革新は明確に「われわ
れ」のものとして主張され、けっして「傑出
した個人の占有物」とみなされていない。ブ
レヒトの「英雄否定」は、この点においても
一貫しており、その限りではメディア・テク
ノロジーの進展も、「われわれ」によって有
効活用されることによってはじめて人類に
とって意義のあるものとなる、という考え方
にぶれはない。 
 しかしその一方、そのようなテクノロジー
の進展に伴う負の側面として、人間の機械化、
交換可能性がテーマとなっているが、それは
ブレヒト作品の中では、むしろ、肯定的に捉
えられている。そのことにともなう、「人間
性の否定」ということを、ブレヒトは「新し
い時代がもたらす恐怖」とみなし、これに習
熟することが現代人の使命だと考えていた
と言える。 
 この点は、ブレヒト作品の研究史において
は、いままでも指摘されてはいたことである。
しかし本研究を通じて、このような一部のブ
レヒト作品から取り出すことのできるメッ
セージは、ブレヒトが確信的に主張したイデ
オロギーとは言いがたく、どちらかといえば、
当時の文化人たちの影響の下で、一つの問題
提起として投げ出していたこと、さらに、そ
のような「新しい時代がもたらす恐怖」に対
してどのような態度をとるか、その態度のと

り方についての演劇的関心の方が高かった、
と見るべきではないか、と推測されるにいた
った。つまり、ブレヒトの関心は、「新しい
時代がもたらす恐怖」が決定的なものである
とし、それをイデオロギー的に肯定すること
ではなく、そのような「恐怖」に対してさま
ざまな人間がさまざまに取る態度の展示に
あったのではないか、ということである。 
 このような推測は、さきの「身ぶり」につ
いてのブレヒトの関心から引き出されたも
のであり、ブレヒトの演劇的関心が、舞台上
の演技そのものに、より強く向けられていた
ということの確信によるものである。そのこ
とは、ブレヒトの教育劇以外の作品における
人物造形にも典型的に表れている。本研究の
成果の一つとして、喜劇における類型の問題
を論文にまとめることができたが、このよう
な、いわばきわめて伝統的な演劇手法をブレ
ヒトはけっして無視していないのであり、そ
れを文化的な資産として活用することに、ひ
じょうに大きな関心を持っていたと言える
だろう。 

ブレヒトの演劇作品だけでなく、作業日誌
や他の芸術家・技術者との手紙などを通じて、
他の技術専門家の知見を自己の演劇コミュ
ニケーションの中に取り込むブレヒトの能
力を確認することができた。とりわけ、「身
ぶり」については、事実上、共同作業者のハ
ウプトマンによる記述内容が、われわれにと
っての手がかりとなっており、これは明らか
に演劇の舞台稽古の中から生み出されたも
のである。稽古という、一種の創発的な場面
での成果について、ブレヒト個人の功績を
云々する必要はないだろう。 
（４）その他の新しい資料の確認のため、ま
た、これまでに明らかとなったブレヒトの演
劇革新の成果が今日ドイツにおいてどのよ
うな形で継承されているのかを検証するた
め、時期は遅れたが、研究期間の最終年度末
ぎりぎりに渡独した。 

ブレヒトの演劇革新は、現在、ヨーロッパ
の演劇シーンにおいては、いわば基礎知識の
一つであり、「身ぶり」「異化的演技」という
ことについても、演劇関係者はそれぞれのキ
ャリア形成の一定の段階で習得している。し
たがって、どのような演劇実践においても、
ブレヒトの影響は一定程度、確認することが
できた。 
ただ、渡独したのが最終年度末であったた

め、その成果を完全にまとめるところまでは
いたっていない。とくにブレヒト・アルヒー
フの訪問については、十分な時間を取ること
ができず、研究としては不十分な成果しか得
られていないが、いくつかのヒントは獲得で
きたので、それを今後さらに追究したい。そ
れは、ピスカートアの演劇実践の影響、作曲
家アイスラーの音楽理論の影響、などである。



ピスカートアとの関係は、ブレヒトが成功す
るにつれて、必ずしも良好とは言えなかった
ものの、ヴァイマル共和国時代のピスカート
ア演劇は圧倒的な影響力を持っており、とり
わけメディア・テクノロジーとの関係におい
て、ブレヒトの実践を先取りしていたことが、
これまで以上に明らかとなってきた。また、
アイスラーの音楽理論は、アドルノのヴァグ
ナー論に寄り添うとともに対抗的に構築さ
れており、この二人の音楽論におけるメディ
ア・テクノロジーへの意識はきわめて高いの
で、これをよりいっそう重視すべきであるこ
とが分かった。これらの点を、今後の研究に
おいて補完したい。 
（５）本研究は、ブレヒトの演劇革新が、当
時のメディア・テクノロジーの進展との関係
で、どのような背景・環境のもとで実現され
たのかを検証することであった。それはまた、
ブレヒト演劇の有効性を、今日的な意味で再
検討することを含んでいる。 

その意味では、ブレヒト教育劇への理解が
進んだことは、本研究の成果とすることがで
きる。つまり、メディア・テクノロジーの進
展は演劇のパフォーマンス性をよりいっそ
う意識させ、結果として、とりわけ観客には
たらきかけようとするブレヒト演劇は、あら
ゆるテクノロジーを活用して双方向性を確
保しようとした。それが、ラジオ放送の関係
者、音楽理論家たちとの交流を作り、新しい
〈ブレヒト・チーム〉を形成させたといえる。 

ただし、その結果産み出された教育劇とい
う形式が、現実の社会の争点を明確にし問題
を共有するための方法としては優れている
ものの、その解決方法の選択と実践という点
においては現代社会が受け入れることので
きない飛躍をはらんでいるのではないか、と
いう問題を発見することができた。これにつ
いては、イギリスでのシンポジウムで発表す
ることができ、また、現在の学校教育におけ
る演劇活用の問題にもむすびつけることが
できた。 

また、このようなパフォーマンスとメディ
アの関係を見直しは、時代考証学会報告書の
論文などにむすびつけることができたが、さ
らに、新しいメディア環境のなかで自己を定
立しなおす方法としての「演ずる」という概
念の近代性を、スローターダイクなどの理論
から獲得することができた。その成果は、翻
訳として公刊した。 
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